
企画提案書に記載する事項 評価の視点・ポイント

○業務の目的及び目指す効果
○本業務の内容や、背景、課題を理解
し、業務の目的達成に効果的な提案と
なっているか。

○本業務を確実に実施するた
めの業務の執行体制

○業務にあたる配置予定の人員数が十
分に確保され、業務実績や経験、資格等
も十分であるか。
○業務進捗管理や発注者との協議・情報
共有等が円滑に行える体制が確保され
ているか。

○本業務の実施スケジュール

○業務実施手順や工程の計画が具体的
に示されているか。
○計画的で無理のないスケジュールと
なっているか。

○ 事例調査

○先新幹線の駅整備前後における先行
事例調査の事例抽出先（地方空港に直
結・近接した駅整備を含んでいるか）や
調査項目、調査手法は、業務目的の達成
のために十分であり、具体的かつ合理的
であるか。
〇関係者との調整を円滑に実施する専
門的な知見や独自のノウハウを有してい
るか。

40

○ 施策の提案

○事例調査に基づいた施策案の検討手
法が明確か。
○日豊本線ルート沿線地域の状況等を
踏まえ、県による施策の実現性が考慮さ
れているか。
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○過去に受注し完了した類似
業務の実施年度、業務名、業務
内容（簡潔に）、発注者、契約額
（千円単位、税込額）

○過去の業務経験に基づく知識や独自
のノウハウの活用が期待できる業務実
績を有しているか。

○仕様書で指定した業務内容
のほかに実施可能な事項

○成果をより上げることが期待できる
専門的な知見や独自のノウハウに基づく
提案がなされているか。

○自由記載

○本業務の効果を高める創意工夫があ
るか。
○全体的に実現可能性があり、かつ信頼
できる提案内容となっているか。

2.業務遂行体
制

10

＜「東九州新幹線整備推進に係る事例調査業務」提案書評価項目表＞

審査項目 配点

1.本事業に対
する基本方針

10

3.業務執行ス
ケジュール

5

4.具体的な業
務内容

60

５.過去の業務
実績

5

６.本業務の目
的に応じて関
連した提案内
容

5

７.その他 5

合計 100


